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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
よ
う
・
そ
ろ
ー
は
、
国
の

復
興
支
援
を
受
け
た
復
旧
工
事
が
こ
の
ほ

ど
完
了
し
、
７
月
13
日
㈯
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
建
物
の

外
装
を
明
る
い
色
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ

ン
と
し
た
ほ
か
、
各
展
示
室
の
内
容
も
一

新
さ
れ
ま
し
た
。「
漁
港
の
町
・
北
茨
城
」

で
は
、
漁
業
の
歴

史
を
中
心
に
北
茨

城
市
の
通
史
を
紹

介
し
、
新
旧
の
漁

具
や
こ
れ
か
ら
の

漁
業
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
ま
す
。

テープカット

海中探検

映像シアター

初
お
披
露
目
の
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」

大津浜異人上陸劇場
　

海
中
の
世
界
を
演
出
す
る
群
れ
る
魚
た

ち
の
映
像
コ
ー
ナ
ー
「
海
中
探
検
」
で
は
、

人
の
動
き
に
反
応
し
魚
た
ち
が
一
斉
に
逃

げ
た
り
、
群
れ
た
り
す
る
仕
掛
け
が
施
さ

れ
、
海
中
を
散
歩
す
る
よ
う
な
体
験
が
で

き
ま
す
。

　

復
興
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
」
で
は
、
未
曽
有
の
大
震
災
か
ら
復

興
ま
で
の
記
録
を
30
年
後
、
50
年
後
の
次

の
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
の
発
信
地
と
し

て
い
ま
す
。
映
像
シ
ア
タ
ー
で
は
震
災
の

記
憶
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
、
被
害
と
復

興
の
記
録
を
映
像
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
あ
の
時
わ
た
し
は
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
震
災
日
に
体
験
し
た
こ

と
や
、
未
来
へ
の
抱
負
に
つ
い
て
語
っ
た

映
像
が
収
録
さ
れ
、
実
際
に
被
災
し
た
方

の
生
の
声
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
式

典
の
ほ
か
、
常
陸
大
津
の
御
船
祭
保
存
会

に
よ
る
お
囃
子
や
よ
さ
こ
い
の
披
露
、
テ

ン
ト
村
に
よ
る
地
場
産
の
魚
介
類
の
物
販

な
ど
が
行
わ
れ
、
中
で
も
さ
か
な
の
つ
か

み
取
り
ブ
ー
ス
は
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
茨
城
市
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

の
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

漁業歴史資料館漁業歴史資料館
装いも新たに

問
漁
業
歴
史
資
料
館
よ
う
・
そ
ろ
ー

☎
㊻
８
６
０
０
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北茨城市役所　☎43ー1111

■
亡
く
な
っ
た
と
き
の
年
金
の
届
出

　

公
的
年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
市
民
課
へ
の
届
出
と
は

別
に
、
年
金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
葬
儀
等
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
速
や

か
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
時
の
届
出
先

①
国
民
年
金
の
第
１
号
加
入
者
と
任
意
加

入
者
（
自
分
で
保
険
料
を
納
め
る
方
）

→
保
険
年
金
課
へ

②
国
民
年
金
の
第
３
号
加
入
者
（
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
加
入
者
の
扶
養
配
偶
者

の
方
）
→
配
偶
者
の
勤
務
先
へ

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加
入
者
→
勤

務
先
へ

■
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
時
の
届
出

　

年
金
の
種
類
に
よ
り
、
届
出
先
や
必
要

書
類
が
異
な
り
ま
す
。
下
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

未
支
給
の
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
生
計

同
一
の
親
族
に
限
り
未
支
給
分
が
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
死
亡
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

す
る
と
時
効
と
な
り
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
払
い
過
ぎ
た
年
金

を
返
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
時

の
給
付

　
・
遺
族
基
礎
年
金　

生
計
同
一
で
あ
る
18

歳
未
満
の
子
が
い
る
場
合
に
限
り
、
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
・
寡
婦
年
金　

国
民
年
金
保
険
料
を
25
年

以
上
納
付
（
免
除
期
間
を
含
む
）
し
た
夫

が
年
金
を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

10
年
以
上
の
婚
姻
期
間
が
あ
っ
た
妻
に
60

歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
・
死
亡
一
時
金　

国
民
年
金
保
険
料
を
３

年
以
上
納
付
し
た
方
が
、
年
金
を
受
給
せ

ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時

効
と
な
り
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
給
付
は
、
納
付
期
間
以
外
に

も
請
求
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
）
内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
９
３

国
民
健
康
保
険
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

（
短
期
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
）
受
診
者
を
募
集
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
生

活
習
慣
病
予
防
健
診（
短
期
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
）
を
行
い
ま
す
。
受
診
料
の
一

部
を
市
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
内
容　

下
表
の
と
お
り

○
申
込
資
格　

35
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
（
他
の
健
康
保
険
の
加
入

者
は
対
象
外
で
す
。）
で
、
国
保
税
に

滞
納
が
な
い
世
帯

※
治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
の
方
は
除
く
。

○
申
込
方
法　

８
月
19
日
㈪
か
ら
30
日
㈮

ま
で
に
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参
し
て
左
記

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
短
期
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
両
方

を
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

平
成
23
～
24
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
さ

れ
た
方
は
、
今
年
度
の
脳
ド
ッ
ク
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

申
問
保
険
年
金
課
保
険
係

（
川
端
、
石
井
）
内
１
８
２
、１
８
４

種 別 短期人間ドック 脳ドック

日 程

9月 3日㈫から開始
午前 8：20 〜午後 2：00
※毎週火曜のみ
１日６人ずつ予定

9月 2日㈪から開始
午後 3：30 〜午後 5：00

※月〜金曜
毎日２人ずつ予定

募 集 数 100 人（先着順） 200 人（先着順）

自己負担 13,000 円 8,500 円

会 場 北茨城市立総合病院

磯
原
駅
西
月
極
め
有
料
駐
車
場
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

○
場
所　

磯
原
町
磯
原
２
丁
目
１
５
７
番
地
（
常
陽
銀
行
隣
り
）

○
料
金　

５
０
０
０
円
（
１
カ
月
）

※
納
付
は
四
半
期
ご
と
に
一
括
納
付
（
１
５
０
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

○
利
用
期
間　

９
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

○
募
集
台
数　

20
台
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

○
募
集
期
間　

８
月
19
日
㈪
～
８
月
26
日
㈪
ま
で

○
申
込
方
法　

申
込
書
を
左
記
へ
提
出
（
申
込
書
は
、
総
務
課
お
よ
び
中
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。）

申
問
総
務
課 

防
災
安
全
係
（
金
澤
、
大
平
）
内
３
３
９

駅前広場駅前広場

磯原駅西口

いわき→←水戸

交番

薬局

駐車場駐車場

ビル入口

常陽
銀行

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
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平
成
５
年
９
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
25
年
６
月
１
日
ま
で
に
北
茨

城
市
に
転
入
（
住
民
登
録
）
し
、
引
き
続

き
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

【
住
所
を
移
し
た
方
へ
の
注
意
点
】

○
投
票
す
る
前
に
茨
城
県
外
に
転
出
す
る

と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

○
平
成
25
年
６
月
２
日
以
後
に
茨
城
県
内

か
ら
本
市
に
転
入
し
た
方
は
、
転
入
前
の

市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
転
入
前
の
市
町
村
で
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
本
市
の
市
民
課
が

発
行
す
る
「
県
内
に
引
き
続
き
住
所
を
有

す
る
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

○
８
月
13
日
以
後
に
市
内
転
居
し
た
方
は
、

転
居
前
の
投
票
区
で
投
票
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

投
票
日
に
は
、
市
内
に
33
か
所
の
投
票

所
を
設
け
ま
す
。
投
票
所
は
住
所
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

７
月
21
日
執
行
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
際
の
投
票
所
と
同
じ
場
所
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
新
聞
折
込
み
チ

　

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住

所
に
告
示
日
（
８
月
22
日
）
以
後
に
郵
送

し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
、
こ
の
入
場
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

届
い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
等
を
聞
き
取
り
本
人
確

認
を
す
る
こ
と
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
23
日
㈮
～
９
月
７
日
㈯

　
〈
出
張
や
旅
行
等
で
市
外
に
滞
在
し
て
い

る
方
〉
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
等
を
請
求
す
る
こ
と
で
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
〈
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所

し
て
い
る
方
〉
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
指
定
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の

施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
〈
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て
投
票
所

に
行
け
な
い
方
〉
一
定
以
上
の
障
害
が
あ

る
方
は
、
郵
便
等
に
よ
り
自
宅
で
投
票
が

で
き
ま
す
。
事
前
に
「
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
投
票
用
紙
等
の
請
求
】

　

投
票
用
紙
等
の
郵
送
に
一
定
の
期
間
が

必
要
な
た
め
、
早
め
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
請
求
は
告
示
日
前
で
も
で
き
ま
す
。

　

船
員
で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
投
票
を
行
う
場

合
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
投
票
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

９
月
８
日
㈰
午
後
９
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
投
開
票
速
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city-kitaibaraki.jp/

問
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会

（
山
縣
）
内
３
２
１
、３
２
２

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
等
で
投
票
日
当
日
に

投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
所
は
左
表
の
と
お
り
市
内

３
か
所
に
設
け
ま
す
。
投
票
所
に
よ
っ
て

開
設
期
間
等
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ラ
シ
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
方

◆
入
場
券

◆
不
在
者
投
票

◆
期
日
前
投
票

◆
船
員
の
皆
さ
ん
へ

◆
開
票

◆
投
票
所

せ
ん
き
�

選
挙
権
は
私
た
ち
一
人
一
人
に

与
え
ら
れ
た
大
切
な
権
利
で
す
。

棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

北茨城市役所

（本庁１階）

8月 23 日㈮〜 9月７日㈯

午前 8時 30 分〜午後８時

ヨークベニマル

中郷店駐車場内 9月２日㈪〜 9月７日㈯

午前 9時〜午後７時北部市民

サービスセンター

〈期日前投票所の場所、期間等〉

茨
城
県
知
事
選
挙
は
９
月
８
日
㈰
が
投
票
日
で
す



　現在市内三地区（中郷・平潟・大津）に建設中の災害公営住宅に
ついて、下記のとおり募集を開始しますのでお知らせします。

※申込方法、家賃、優先入居基準等については、広報きたいばらき
９月号でお知らせします。

問建設課 建築係（神長、酒井）　内２４２

募集住宅 中郷（32 戸）、大津（39 戸）、平潟（39 戸）
合計 110 戸

募集期間 9月 17 日㈫〜 10 月 18 日㈮

対 象 者

　東日本大震災により居住していた住宅が全壊また
は、半壊・大規模半壊で解体した世帯。
　ただし、住宅再建に関する補助金を受領した世帯
および申込名義人又は同居しようとする親族が暴力
団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する
法律第２条第６号の規定による）を含む世帯は申込
できません。

そ の 他

　申請者の同居親族の有無や収入基準（政令月収
158,001 円以上）を理由とした入居の制限はありま
せん。（東日本大震災関連法に基づく特例）
　ただし、収入基準を超えている方は入居から３年
を経過すると割増料金が発生し、入居から５年が経
過すると明け渡し義務が生じます。

5　広報　きたいばらき　８月号
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
水
道
の
使
用
量

を
正
確
に
量
る
た
め
定
期
的
に
交
換
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
部
で

は
、
お
客
様
が
使
用
さ
れ
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
（
市
貸
与
品
）
の
交
換
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
交
換
時
期
に
あ

た
る
方
に
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
そ
の
後
市
の
指
定
事
業
者
が
敷

地
内
に
立
ち
入
り
交
換
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
道
部
（
委
託
業
者
）
の
メ
ー
タ
ー

交
換
に
よ
っ
て
代
金
を
頂
く
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。（
委
託
業
者
は
、

水
道
部
発
行
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

○
交
換
時
期　

８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

問
水
道
部
施
設
課
給
水
係

（
梶
井
、
稲
葉
）
内
１
１
８

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

災害公営住宅 入居者募集について災害公営住宅 入居者募集について災害公営住宅 入居者募集について

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派

遣
事
業
を
行
い
、
昨
年
度
迄
に
１
０
０

戸
の
診
断
を
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
診

断
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
建
築
防
災

協
会
発
行
の
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
補
強
方
法
」
の
一
般
診
断
法
に
よ
り

行
わ
れ
、
現
地
調
査
、
診
断
、
診
断
結

果
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
建
築
物
被
害
が
発
生
す

る
と
、
人
の
命
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

経
済
的
な
損
失
や
そ
の
後
の
復
興
に
も

大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
家
を
守
る
こ
と
は
「
私
た
ち
の
ま
ち

を
守
る
こ
と
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
受
け
て
地

震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
該
当
す
る
建
築
物　

次
の
①
～
③
全

て
に
当
て
は
ま
る
建
築
物
が
該
当
し

ま
す
。

　
（
震
災
に
よ
る
罹
災
が
半
壊
以
上
の

建
築
物
は
対
象
外
）

①
市
内
に
存
す
る
居
住
を
目
的
と
す
る

住
宅
で
、
所
有
者
自
ら
が
居
住
し
て

い
る
一
戸
建
て
住
宅
か
併
用
住
宅

（
住
宅
が
½
を
超
え
る
も
の
）

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
耐
震
基
準
で
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
住
宅

③
木
造
在
来
軸
組
工
法
と
枠
組
壁
工
法

で
建
築
さ
れ
た
地
上
２
階
以
下
で
、

床
面
積
が
30
平
方
㍍
以
上
の
住
宅

○
耐
震
診
断
を
行
う
者　

県
知
事
が
認

定
し
た
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」

○
診
断
内
容　

設
計
図
な
ど
を
基
に
現

地
調
査
を
行
い
、
ど
の
部
分
が
地
震

に
弱
い
か
や
倒
壊
の
可
能
性
の
有
無

に
つ
い
て
の
診
断

○
必
要
な
図
書　

確
認
通
知
書
、
平
面

図
な
ど

○
費
用　

個
人
負
担
２
０
０
０
円
（
一

戸
の
診
断
費
用
は
３
５
０
０
０
円
）

○
募
集
期
間　

８
月
20
日
㈫
～
９
月
27

日
㈮
（
先
着
20
戸
）

○
申
込
方
法　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
申

込
書
兼
市
税
納
付
状
況
調
査
・
確
認

同
意
書
（
様
式
第
１
号
）
を
左
記
へ

提
出

申
込
書
は
、
都
市
計
画
課
に
あ
り
ま
す
。

申
問
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係　

（
川
島
、
小
野
）
内
２
８
４

地
震
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か

〜
耐
震
診
断
に
向
け
て
〜



ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
資
金
貸
付
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
資
金
貸
付
制
度

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

広報　きたいばらき　８月号　6

【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

　

こ
の
資
金
は
、
お
年
寄
り
お
よ
び
障
害

者
の
居
室
な
ど
を
増
改
築
す
る
た
め
の
資

金
で
す
。

■
高
齢
者
住
宅
資
金

○
対
象　

高
齢
者
（
60
歳
以
上)

の
方
と

同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
世
帯

○
限
度
額　

２
２
６
万
４
千
円

○
利
率　

年
利
２
．
５
㌫
以
内

○
償
還　

10
年
（
据
置
期
間
あ
り
）

○
募
集
戸
数　

１
戸
（
先
着
）

○
申
込
締
切　

９
月
30
日
㈪

申
問
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

（
泉
）
内
１
２
２

■
障
害
者
住
宅
資
金

○
対
象　

障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
４
級
）、
重
度
知
的
障
害
者
の
方
と

同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
世
帯

○
限
度
額　

２
２
６
万
４
千
円

○
利
率　

年
利
２
．
５
㌫
以
内

○
償
還　

10
年
（
据
置
期
間
２
年
）

○
申
込
締
切　

９
月
30
日
㈪

■
安
心
で
き
る
農
地
の
貸
し
借
り
を

　

～
農
地
の
利
用
権
設
定
～

　
「
農
地
を
貸
し
た
い
」「
農
地
を
借
り
た

い
」
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
利
用
権
設
定
と
は
…
（
貸
し
た
農
地
は

必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。）

　

利
用
権
設
定
は
、
貸
し
手
と
借
り
手
と

で
決
め
た
期
間
が
来
れ
ば
貸
借
関
係
は
終

了
し
、
必
ず
返
し
て
も
ら
え
る
制
度
で
す
。

法
律
に
基
づ
い
て
貸
し
借
り
の
契
約
を
結

ん
で
お
け
ば
安
心
で
す
。

　
・
権
利
書
類
の
保
管
と
契
約
終
了
の
通
知

を
し
ま
す
。

　

貸
し
借
り
を
し
て
い
る
農
地
の
権
利
関

係
に
関
す
る
記
録
は
、
農
業
委
員
会
で
保

管
し
ま
す
。
貸
し
借
り
期
間
の
終
了
前
に

貸
し
手
、
借
り
手
双
方
に
通
知
し
ま
す
。

貸
し
借
り
を
更
新
す
る
か
、
終
了
す
る
か

そ
の
都
度
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
互
い
の
合
意
に
よ
り
中
途
解
約
も
で

き
ま
す
。

※
契
約
期
間
は
３
年
、
６
年
、
10
年
が
標

準
で
す
。

■
遊
休
農
地
調
査
と
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

か
ら
、
農
地
の
荒
廃
、
遊
休
化
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
遊
休
農
地

の
所
在
や
状
況
、
面
積
を
把
握
し
、
耕
作

放
棄
地
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
農

地
へ
の
立
ち
入
り
、
聞
き
取
り
等
の
調
査

の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
地
の
紛
争
が
起
き
た
と
き
は

　

農
地
の
利
用
関
係
の
紛
争
に
つ
い
て
、

当
事
者
双
方
ま
た
は
一
方
か
ら
の
和
解
申

し
立
て
が
あ
れ
ば
、
相
談
に
の
り
問
題
の

解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
　

（
川
﨑
、
大
友
）
内
２
９
１

申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
地
域
福
祉
係

（
平
澤
）
内
１
３
４

　

入
札
に
よ
る
不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

○
と
き　

11
月
18
日
㈪

　

午
後
１
時
20
分
～
午
後
２
時

　
（
午
後
０
時
50
分
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
公
売
対
象
不
動
産

①
売
却
区
分
番
号　

25
‐
２

②
見
積
価
額　

３
７
０
０
０
０
円

　
（
公
売
保
証
金　

４
０
０
０
０
円
）

③
財
産
の
表
示

　
（
登
記
簿
に
よ
る
表
示
）

　
　

所
在　

関
南
町
関
本
下
字
深
町

　
　

地
番　

２
４
７
番
１　
　

地
目　

田

　
　

地
積　

９
４
４
㎡

○
そ
の
他

　
・
公
売
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
参
加
に
は
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。
当
該
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
（
内
２
９
１
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課
（
小
川
）
内
１
６
２
～
１
６
５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city-kitaibaraki.jp

不
動
産
公
売
の
ご
案
内

　

左
記
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

提
出
期
限
内
に
忘
れ
ず
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
各
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に

は
、
事
前
に
届
出
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

届
か
な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
山
野
辺
）
内
１
３
３

各
手
当
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

手 当 名 届出書類 提出期限

児童扶養手当 現況届 8月 30 日㈮

特 別 児 童
扶 養 手 当

所得状況届

8月 9日㈮〜

9月６日㈮特別障害者手当
障害児福祉手当
経過的福祉手当

現況調査表
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事
例

①
「
売
電
で
約
２
万
円
の
ロ
ー
ン
が
払
え

る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
契
約
し
た
が
、
多

い
月
で
も
１
万
円
程
度
し
か
売
電
収
入
が

入
ら
な
い
。

②
「
国
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
」
と
言

わ
れ
て
契
約
し
た
が
、
設
置
し
た
シ
ス
テ

ム
が
補
助
金
の
要
件
か
ら
外
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

③
説
明
に
来
訪
し
た
業
者
に
長
時
間
、
強

引
に
勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方
を
知
り
た
い
。

対
応

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
高
額
な
た
め
、

ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
の
多
い
契
約
で
す
。

分
割
払
い
で
は
、
多
く
は
分
割
手
数
料
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
や
売
電
収
入

が
あ
る
と
し
て
も
、
設
置
費
用
の
回
収
に

は
よ
り
長
い
期
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

勧
誘
時
に
業
者
は
値
引
き
や
家
電
製
品

な
ど
を
つ
け
て
、
お
得
感
を
出
し
て
勧
誘

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
冷
静
に
検
討

し
ま
し
ょ
う
。
複
数
の
見
積
り
を
と
り
、

納
得
で
き
る
業
者
と
契
約
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
補
助
金
、
発
電
量
、
売
電
量

な
ど
、
自
分
で
も
情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
内
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

県民安全センター総合相談係では、
○犯罪等による被害の未然防止に関する相談
○県民の皆さんの安全と平穏についての相談
を受け付けています。
　また、最寄の警察署、交番、駐在所でも受
け付けていますのでお気軽にご相談ください。

【皆さんと警察を結ぶホットライン】

○少年相談センター	 029-301-0900	

○悪質商法１１０番	 029-301-7379

○性犯罪被害者相談	 029-301-0278

○覚せい剤１１０番	 029-301-7979

○サイバー犯罪相談電話	 029-301-8109
○振り込め詐欺相談電話	 029-301-0074
問高萩警察署 警務課 総合相談係

☎㉔０１１０　内２２２

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

知
っ
て
く
だ
さ
い

太
陽
光
発
電
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
策

「警察相談の日」です
9月11日は

警察の相談ダイヤル＃9110

ご存じですか 茨城県青少年の健全育成等に関する条例
　
次
の
世
代
を
担
う
青
少
年
が
、

夢
と
希
望
を
持
っ
て
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
み
ん
な

で
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
を
整
備
し
、
若
者
の
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

青
少
年
：
０
〜
18
歳
未
満
の
者

●深夜（夜11時から翌朝
４時）に青少年を外出さ
せないようにしましょう。

●深夜に青少年を入場さ
せてはいけないお店があ
ります。（映画館、カラオ
ケボックス、まんが喫茶、
インターネットカフェ）

●青少年の非行を助長し
てはいけません。（わいせ
つ行為、家出、飲酒、喫煙、
暴行、恐喝、窃盗等）

●
青
少
年
の
入
れ
墨
は
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
青
少
年
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
有
害
サ
イ
ト
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
有
害
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
制
限
す
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
）

主
な
遵
守
事
項

問
茨
城
県
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
８
３
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　　　　　　　　スポーツ大会の結果　　　　　※市内のみ掲載

北茨城市・高萩市合同　中学校総合体育大会
6 月 25 日㈫、26 日㈬　北茨城市民体育館ほか

第60回高萩警察署管内防犯柔剣道大会
【剣道の部】７月７日㈰　北茨城市民体育館

【柔道の部】７月７日㈰　高萩中学校　武道場

団 体 戦 第１位 第２位 第３位
体 操 男 子 華川中
体 操 女 子 華川中 磯原中 −
バスケ男子 − 中郷中 常北中
バスケ女子 華川中 中郷中 −
バ レ ー 磯原中 − 関本中
テニス男子 磯原中 中郷中 関本中
テニス女子 − 中郷中 常北中
野 球 中郷中 磯原中 常北中
卓 球 女 子 磯原中 − 中郷中
剣 道 男 子 − 中郷中 磯原中
剣 道 女 子 常北中 磯原中 中郷中
柔 道 男 子 中郷中 常北中 磯原中
柔 道 女 子 中郷中 − −

個 人 戦 第１位 第２位 第３位
体 操 男 子 茅根大侑 華川 北村太地 華川 中浦道彦 華川
体 操 女 子 八島愛実 華川 大内　光 華川 関根喜涼 華川
テ ニ ス 男 子 緑川・山形 中郷 大平・豊田 磯原 阿部・鈴木 常北
テ ニ ス 女 子 向井・滝 中郷 中川・西 中郷 − −
卓球女子・単 大浦　梓 磯原 − − 緑川　葵 磯原
卓球女子・複 − − − − 菅谷・寺沼 磯原
剣 道 男 子 − − − − 荒川優樹 中郷

剣 道 女 子 小野花織 常北 佐々木和湖 常北
長久保有加 中郷
田﨑　瞭 中郷

柔

道

男

子

50kg 級 白井勝大 磯原 荒川　幹 中郷
大友　陸 中郷
荒井拓海 磯原

55kg 級 鈴木悠太 常北 松本大成 中郷
稲植陸人 常北
鈴木悠祐 中郷

60kg 級 米陀　良 常北 大平一樹 常北 秋田裕斗 常北
66kg 級 − 荒川　舜 中郷 ケリーザ・アレクシス 常北
73kg 級 ① 鈴 木 智 大 中郷 柔

道
女
子

44kg 級 ② 松 本 七 海 中郷
81kg 級 ①宇佐美佑真 中郷 48kg 級 ①髙木ひなた 常北
90kg 超級 ① 髙 木 銀 雅 常北 63kg 級 ① 酒 井 詩 織 磯原

70kg 超級 ① 篠 原 美 妃 中郷

北茨城市長杯
お父さんソフトボール大会
①中一小②中郷中③中妻小、磯原中
ママさんバレーボール大会
①磯原中②平潟小③関一小、精華小
問生涯学習課（大山）　　 内４２２ 問学校教育課（渡邊）　　 内４４０

問生涯学習課スポーツ振興係（井原）　 内４２０

団 体 戦 第１位 第２位 第３位
小学生低学年 明徳剣道 − 北茨城勇心館
小 学 生 中郷剣友会Ａ − 北茨城勇心館 明徳剣道
中 学 生 男 子 − 中郷中Ａ 常北中 磯原中Ａ
中 学 生 女 子 常北中 中郷中 磯原中Ａ
一 般・ 高 校 生 中郷剣友会Ｂ 中郷剣友会Ａ 北茨城勇心館Ａ

個 人 戦 第１位 第２位 第３位
小学 1・2 年 生 − − 櫛田桜子（中郷剣友会） 大和田聖奈（北茨城勇心館）

小学 3・4 年 生 − 有賀玄都（明徳剣道） − 桑原悠吾（明徳剣道）

小学 5・6 年 生 田﨑　光（中郷剣友会） − − 荒川大和（中郷剣友会）

中 学 生 男 子 − − 荒川優樹（中郷中） −
中 学 生 女 子 佐々木和湖（常北中） 佐藤愛唯（常北中） 田﨑　瞭（中郷中） 長久保有加（中郷中）

一般・高校生男子 小川　貢（中郷剣友会） 檜山友希（中郷剣友会） 小野裕太（北茨城勇心館） −
一般・高校生女子 伏見文花（中郷剣友会） 菊地　愛（北茨城勇心館） 佐藤愛恵（北茨城勇心館） 佐藤愛実（北茨城勇心館）

団 体 戦 個 人 戦 第１位 第２位 第３位
小学生男子団体 小学男子1〜 3年生 清水天龍（中郷柔道） 清水福虎（中郷柔道） 宇佐美駿（中郷柔道）

① 中 郷 柔 道 Ａ 小学男子 4・5 年生 蛭田雄人（中郷柔道） 永塚雅虎（中郷柔道） −
③ 中 郷 柔 道 Ｂ 小 学 男 子 6 年 生 栗田龍生（中郷柔道） − 菅野由斗（北茨城柔友会）

小学生女子団体 中 学 男 子 1 年 生 − 小林隼人（磯原中） −
② 中 郷 柔 道 中 学 男 子 2 年 生 鈴木悠祐（中郷中） 荒井拓海（磯原中） 滝祥太郎（磯原中）

中学生男子団体 中 学 男 子 3 年 生 髙木銀雅（常北中） − 白井勝大（磯原中）

① 常 北 中 Ａ 一 般 男 子 佐藤和也（中郷柔道） 関根大周（磯原郷英高） −
③ 磯 原 中 小学女子1〜 3年生 栗田彩夏（中郷柔道） 三浦ゆめ（中郷柔道）

中学生女子団体 小学女子4〜 6年生 − 松本彩花（中郷柔道） −
③ 常 北 中 中 学 女 子 軽 量 級 髙木ひなた（常北中） 鈴木沙織（常北中） −
一 般 男 子 団 体 中 学 女 子 重 量 級 篠原美妃（中郷中） − −
③磯原郷英高校Ｃ 一般・高校生女子 加藤春花（磯原郷英高） 野上　恵（磯原郷英高） 斎藤明美（磯原郷英高）



平
潟
小
学
校
６
年

小
野　

深
友
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選
手
に
な
り
た
い

　

私
の
夢
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選
手
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
五
年
生
の
三
学
期
で
し
た
。

母
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
て
、
何

度
か
優
勝
し
た
の
を
見
て
、「
す
ご
い
な

あ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
四
年
生
の
と

き
、
同
級
生
の
妹
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
習

っ
て
い
て
、「
私
も
習
い
た
い
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
子
が
、「
や
っ
て
み

る
？
」
と
言
っ
た
の
で
習
っ
て
み
ま
し
た
。

で
も
、
そ
う
簡
単
に
は
で
き
な
く
て
、
泣

き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
先
生

が
「
深
友
さ
ん
は
、
体
の
使
い
方
が
上
手

だ
か
ら
で
き
る
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は
、
心
に
強
く
響
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
先
生
の
言
っ

た
言
葉
を
信
じ
て
、
練
習
を
コ
ツ
コ
ツ
重

ね
て
い
き
ま
し
た
。
難
し
い
と
思
っ
て
い

た
サ
ー
ブ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
先
生
の
言
葉
を

信
じ
て
正
解
で
し
た
。
今
は
、
フ
ロ
ー
タ

ー
サ
ー
ブ
や
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
選
手
に
な
っ
た
ら
、
今
よ
り
練

習
を
も
っ
と
も
っ
と
重
ね
た
り
、
チ
ー
ム

の
人
や
応
援
し
て
く
れ
る
人
の
こ
と
を
考

え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。

　

だ
か
ら
、
大
人
に
な
る
ま
で
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て

練
習
し
、
も
っ
と
も
っ
と
好
き
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
、「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

選
手
」
と
い
う
夢
を
あ
き
ら
め
ず
、
絶
対

に
か
な
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

華川中学校　吹奏楽部

仲良く、楽しさ溢れる
演奏を！

　

華
川
中
学
校
吹
奏

楽
部
は
、
３
年
生
が

４
人
、
２
年
生
が
７

人
、
１
年
生
が
10
人

の
全
21
人
の
部
員
と
、

顧
問
の
倉
繁
由
子
先

生
、
坂
本
教
子
先
生

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
仲
が
良
い
で
す
。
先
輩
後

輩
関
係
な
く
仲
良
し
な
の
で
、
３
年
生
が

少
な
い
中
で
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」
と
部
の
魅
力

を
話
し
て
く
れ
た
の
は
部
長
を
務
め
る
關

根
彩
華
さ
ん
。
關
根
さ
ん
と
副
部
長
の
川

島
梨
奈
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
が
部
か
ら
３
人
が
参
加
し
た
県
北

地
区
の
代
表
メ
ン
バ
ー
で
の
演
奏
会
だ
そ

う
で
す
。「
練
習
は
大
変
で
し
た
が
他
校

の
友
達
も
で
き
、
参
加
出
来
て
良
か
っ
た

で
す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
少
し
で
も
上
を
目
指
し
て
練

習
に
取
り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、

全
員
が
楽
し
い
と
思
え
る
演
奏
を
し
て
い

き
た
い
」
と
部
長
の
關
根
さ
ん
は
メ
ン
バ

ー
に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
顧
問
の
倉
繁
先
生
は
、「
技
術

の
向
上
も
大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
一
番
に

部
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
音
楽
を
心
か
ら
楽

し
み
、
そ
れ
が
聞
い
て
い
る
人
に
伝
わ
る

よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
吹
奏
楽
は
ソ
ロ
で
は
な
い

の
で
、
演
奏
を
通
し
て
心
も
ひ
と
つ
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

9　広報　きたいばらき　８月号
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縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
※
履
歴
書
貼
付

④
免
許
証
の
写
し
（
有
資
格
者
の
み
）

⑤
卒
業
見
込
証
明
書
（
新
卒
者
の
み
）

⑥
成
績
証
明
書
（
開
封
無
効
、
新
卒
者

の
み
）

○
病
院
規
定
書
類
の
取
得
方
法

①
市
立
総
合
病
院
総
務
課
で
取
得
す
る

②
市
立
総
合
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

③
郵
便
で
請
求
す
る
（
封
筒
の
表
面
に

「
採
用
試
験
願
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
返
信
用
の
切
手
を
貼
っ
た
角
２

号
封
筒
を
必
ず
同
封
し
、
下
記
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
受
付
締
切　

９
月
17
日
㈫
（
郵
送
の
場

合
は
締
切
日
必
着
。封
筒
の
表
面
に「
願

書
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
採
用
予
定
日

　

有
資
格
者
は
平
成
26
年
４
月
１
日
、

　

新
卒
者
は
平
成
26
年
５
月
１
日

申
問
〒
３
１
９
‐
１
７
０
４　

　

北
茨
城
市
大
津
町
北
町
４
‐
５
‐
15

　

北
茨
城
市
立
総
合
病
院
総
務
課

（
佐
藤
、
岸
）
☎
㊻
１
１
２
１

内
科　

津
田
修
治 

医
師　

　

７
月
よ
り
北
茨
城

市
立
総
合
病
院
の
内

科
に
赴
任
い
た
し
ま

し
た
、
津
田
修
治
と

申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
筑
波
大
学
に
所
属
し
て
、
内

科
を
中
心
に
各
科
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

一
つ
の
視
点
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
考
え
て
、
患
者
様
や
地

域
の
皆
様
に
役
立
つ
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
数　

薬
剤
師
（
２
名
）、診

療
放
射
線
技
師
（
１
名
）、看
護
師
（
若

干
名
）

○
受
験
資
格　

い
ず
れ
の
職
種
も
有
資
格

者
又
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
（
採
用
時
ま
で
に
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
条
件
）
の
方

○
試
験
日　

９
月
29
日
㈰

○
選
考
方
法　

筆
記
試
験
、
面
接
試
験

○
提
出
書
類　
　

①
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
職
員
採
用
試

験
願
書
（
病
院
規
定
）

②
履
歴
書
（
病
院
規
定
）

③
写
真
１
枚
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
、

　

被
災
者
健
康
支
援
連
絡
協
議
会
の
医
師

派
遣
シ
ス
テ
ム
を
受
け
全
国
の
大
学
病
院

等
の
整
形
外
科
か
ら
医
師
派
遣
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
11
月
１
日
ま
で
の
延

長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
整
形
外
科
外
来

は
月
曜
日
～
土
曜
日
（
毎
月
第
１
・
３
）

に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
各
科
の
医
師
か
ら
疾
患
に

つ
い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
病
気

に
つ
い
て
の
話
は
お
休
み
し
て
病

院
に
か
か
る
心
構
え
の
様
な
事
に
つ
い
て

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
薬
手
帳
に
つ
い
て

　

先
月
の
広
報
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、『
お
薬
手
帳
』
は
医
師
に
と
っ
て

も
貴
重
な
情
報
源
に
な
り
ま
す
。
普
段
、

外
来
診
療
を
し
て
い
て
も
患
者
さ
ん
の
多

く
が
『
お
薬
手
帳
』
を
持
参
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
北
茨
城
市
と
し
て
誇
れ
る
事

と
言
え
ま
す
。
あ
ま
り
多
く
の
地
域
を
知

っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、『
お

薬
手
帳
』
は
配
布
さ
れ
て
い
て
も
持
参
さ

れ
て
い
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
北
茨

城
で
は
市
民
も
医
師
も
有
効
に
利
用
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
『
お
薬
手
帳
』
を
見
れ
ば
、
ど
の
様
な

疾
患
で
か
か
っ
て
い
る
の
か
？
あ
る
い
は

ど
の
様
な
症
状
で
あ
っ
た
の
か
？
が
推
測

で
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
状
態
を
把
握

す
る
の
に
も
非
常
に
役
に
立
ち
ま
す
。
更

に
、
急
性
の
症
状
な
ど
で
何
月
何
日
に
ど

の
様
な
薬
を
遣
っ
て
ど
う
な
っ
た
の
か
が

判
り
ま
す
。
で
も
、
残
念
な
が
ら
せ
っ
か

く
お
薬
手
帳
を
持
参
さ
れ
て
も
役
に
立
っ

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

手
帳
を
何
冊
も
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病

院
・
医
院
ご
と
に
貼
り
分
け
て
お
ら
れ
る

場
合
で
す
。
病
院
ご
と
に
手
帳
を
分
け
て

し
ま
っ
て
は
、
薬
剤
師
か
ら
の
説
明
も
不

完
全
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
持
参
す
る
だ

け
で
有
意
義
な
情
報
源
と
な
る
『
お
薬
手

帳
』、
是
非
活
用
し
て
戴
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

病
名
に
つ
い
て

　

病
院
に
掛
か
っ
て
い
て
も
病
名
を
覚
え

て
い
な
い
患
者
さ
ん
も
居
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
効
果
も
知
ら
な

い
方
も
多
い
様
で
す
。
多
く
の
慢
性
疾
患

は
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
治
療
の
一
番
重

要
な
事
は
生
活
習
慣
を
改
め
る
事
で
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
で
な
く
と
も
体
調
の

悪
い
時
に
は
体
を
休
め
る
事
が
必
要
で
す
。

「
病
院
に
か
か
っ
て
薬
さ
え
飲
ん
で
い
れ

ば
い
い
」
と
い
う
姿
勢
で
は
通
院
し
て
い

て
も
十
分
な
効
果
を
期
待
で
き
な
く
な
り

ま
す
。薬
は
あ
く
ま
で
も
自
分
自
身
の『
自

然
治
癒
力
』
を
補
う
も
の
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
病
気
を
よ
く
知
り
、
薬
の

作
用
も
認
識
し
て
指
示
の
通
り
に
服
用
し
、

よ
り
よ
い
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
に
一
冊
健
康
ノ
ー
ト

　

現
在
の
日
本
で
病
気
に
な
ら
な
い
人
は

い
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
に
掛
か
ら
な
い
人

は
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
健
康
診
断
く

ら
い
は
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
健
診
の
結
果
や
受
診
し
て
医
師
か

ら
受
け
た
説
明
や
デ
ー
タ
を
一
ま
と
め
に

し
て
お
く
事
を
勧
め
ま
す
。
記
憶
は
あ
や

ふ
や
に
な
る
も
の
で
す
。
記
録
し
て
お
く

事
が
、
後
日
非
常
に
役
立
つ
事
と
な
り
ま

す
。
自
分
の
体
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
為
に
は
先
ず
自
分
の
病
気
を
理
解
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

紙上クリニック紙上クリニック紙上クリニック

北
茨
城
市
立
総
合
病
院

　
　
　
　

院
長　

植
草　

義
史

新
任
医
師
紹
介

平
成
25
年
度
市
立
総
合
病
院

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

被
災
地
支
援

医
師
派
遣
の
延
長
に
つ
い
て
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北茨城市立総合病院の診療体制 平成 25 年 8 月 1 日現在

診 療 科 ※２ 月 火 水 木 金 土※３ 入院受入

内 科

午前
初診 渡邉・加藤

油井 植草・横谷
津田または澁木

（紗）または
渡邉・横谷

細村・油井
植草

澁木（紗）・
油井 当番制

可予約 藤枝・植草
澁木（太） 藤枝・津田 加藤 澁木（太） 藤枝・渡邉 津田・

澁木（紗）

午後 予約 藤枝・植草 藤枝・津田 加藤 澁木（太）・細村
植草・澁木（紗） 藤枝・渡邉 −

専 門 外 来 − − − − − 禁煙外来
油井（第１・３） −

循 環 器 内 科
13：00 〜 16：00

午前 山尾 山尾 − 山尾 非常勤※４

（第１・３） 山尾
可

午後 − − 油井 − 非常勤※４

（第１・３） −

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤※５

（第２・４） − −

外 科
午前 小出 田渕

（第２・３・５）
目黒
小池

宇佐美
小池 小出 小池

可
午後 目黒 − − − − −

産 婦 人 科
13：00 〜 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池
可

午後 小池 − − − − −

小 児 科 ※６

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − − 予約外来

平木

健診・注射 予防注射
小宅（午後） − 乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
13：00 〜 15：00

午前 − − − 黒田 − −
−

午後 − − − 黒田 − −

脳 神 経 外 科
午前 金子

10:00 〜
− 布施 − − 金子

10:00 〜
−

午後 金子
13:00 〜 14:30

− 布施
13:00 〜 15:00

− − −

整 形 外 科
13：00 〜 15：00

午前 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 土屋

（第１・3）
−

午後 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 −

耳 鼻 咽 喉 科 午前 − − − 野村 − 中山 −

皮 膚 科
13：00 〜 16：00

午前 倉持 − − 倉持 − −
−

午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
13：00 〜 15：00

午前 西原 西原 西原 伊藤
吉田（第 1・4） 西原 西原

可
午後 西原 西原 西原 伊藤

吉田（第 1・4） 西原 −

震災こころの
ケ ア 外 来 午後 − 非常勤 − − − − −

※１　　　（網掛け）は予約が必要です。
※２　午前の再来受付は7時30分から11時までです。午後の受付時間は各診療科の下に記載しています。
　　　当院へ受診変更希望、他院からのご紹介で受診の場合は、診療情報提供書をご持参ください。
※３　土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※４・５　循環器科は第１・３金曜日、呼吸器科は第２・４金曜日、茨城県立中央病院の医師による診療となります。	
※６　県北地区小児救急は日立総合病院に集約されています。受診は事前に電話連絡が必要です。（0294−23−1111）	 	

問い合わせ：北茨城市立総合病院　☎４６−１１２１　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）
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【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

　

７
月
12
日
、
北
茨
城
市
を
含
む
１
都
５

県
、
65
市
町
村
に
よ
る
「
廃
棄
物
と
環
境

を
考
え
る
協
議
会
加
盟
団
体
災
害
時
相
互

応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
今
年
２
月
１
日
に
廃
棄

物
の
減
量
と
資
源
化
の
促
進
、
未
来
の
地

球
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
廃
棄
物
と
環
境
を

考
え
る
協
議
会
」
加
盟
団
体
が
、
災
害
対

策
に
お
い
て
も
広
域
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
、
災
害
発
生
時
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互

に
応
援
お
よ
び
協
力
し
て
応
急
措
置
を
迅

速
か
つ
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
北
茨
城
市
役
所
に
お
い
て
、

北
茨
城
市
長
、
筑
西
市
長
、
千
葉
県
浦
安

市
長
お
よ
び
山
梨
県
中
央
市
長
が
代
表
で

こ
の
協
定
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

問
総
務
課
防
災
安
全
係（金

澤
）
内
３
３
８

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
宝
く

じ
の
収
入
を
財
源
に
、
住
民
が
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
そ
の
健
全
な
発

展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の
た
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象

　

市
内
の
自
治
体
・
町
内
会
等
の
地
域
的

共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
ま
た
は

そ
の
連
合
体
（
宗
教
団
体
、
営
利
団
体
、

公
益
法
人
、
趣
味
の
愛
好
会
、
イ
ベ
ン

ト
等
の
た
め
の
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
の

他
の
活
動
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
団
体
等
を
除
く
）

※
申
請
は
、
市
・
県
を
経
由
し
、
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
す
る
た
め
、
申
請
団

体
が
助
成
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
協
働
推
進
係

（
松
川
、
鈴
木
）
内
１
９
１

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
ご
案
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
ご
案
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
ご
案
内

市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
６月19日～７月19日の測定値
・最大値　0.134（６月22日）
・最小値　0.118（６月27日）

■水道水の測定結果
　浄水、原水とも放射性物質は検
出されていません。

■放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　放射能対策プラザ（中郷多目的
集会所内）で受け付けています。
問放射能対策プラザ☎㊷０４０３

測定値の単位は、すべてマイクロシーベルト／毎時です。
小学校、幼稚園、保育所など、体育施設は、地上 50cmの測定値で、
中学校、都市公園は、地上１mの測定値です。
その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

測定場所 測 定 値
７月19日

中郷第一 0.07

中郷第二 0.07

石 岡 0.09

精 華 0.08

明 徳 0.06

中 妻 0.07

華 川 0.09

関 南 0.06

大 津 0.09

平 潟 0.08

関本第一 0.07

富士ケ丘 0.07

測定場所 測 定 値
７月19日

中 郷 0.08

磯 原 0.08

華 川 0.07

常 北 0.10

関 本 0.12

測定場所 測 定 値
７月17日

石 岡
スポーツ広場 0.12

南 部
運動広場 0.14

市 民
サッカー場 0.06

市 民
野 球 場 0.06

磯原地区
テニスコート 0.09

雨情の里
スポーツ広場 0.09

雨情の里
テニスコート 0.10

関 南
ゲートボール場 0.15

大 津
スポーツ広場 未測定

北 部
運動広場 0.11

測定場所
測 定 値
７月16日

いそはら
幼 稚 園 0.07
杉 の 子
幼 稚 園 0.08
誠 之 会
幼 稚 園 0.09

旭幼稚園 0.09

測定場所
測 定 値
７月１〜４日

汐見ケ丘
近隣公園 0.12

粟野公園 0.15
磯 原
中央公園 0.14
五 浦
第二公園 0.10
浜 道
中央公園 0.14

測定場所 測 定 値
７月18日

関 本
保 育 所 0.09
木 皿
保 育 所 0.10
み な み
保 育 園 0.08
磯 原
保 育 園 0.10
大 津
保 育 園 0.10
中 郷
保 育 園 0.11
中 郷
子どもの家 0.10
大 津
子どもの家 0.13
心身障害者
第１福祉センター 0.09
心身障害者
第2福祉センター 0.13

○小学校 ○中学校 ○屋外体育施設

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など

問小・中学校、幼稚園は教育総務課　内４５１
　屋外体育施設は生涯学習課　　　　内４２０
　都市公園は都市計画課　　 　　 　内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課　　内１３２

※環境省の定める除染を実施する
要件は、平均 0.23 マイクロシ
ーベルト／毎時以上です。
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　住みよいまちをつくるためには、皆さんの意見や提案を聴き、市政に反映させることが大
切と考えます。市では平成９年４月から市政の運営に活用する提案制度「私の提案」で、皆
さんからの貴重な意見や要望をお受けしています（送料無料）。

　まちづくり協働課 広報広聴係（鈴木）　　　　１９１

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成26年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

192

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

1 7 8 7 9 0

問 内

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

提
言
１　

現
在
、
中
郷
多
目
的
集

会
所
内
の
ト
イ
レ
の
全
て
が
和
式

だ
が
、
施
設
の
高
齢
者
の
利
用
も

多
い
の
で
、
洋
式
に
し
て
ほ
し
い
。

（
中
郷
町　

女
性
）

市
の
回
答　

中
郷
多
目
的
集
会
所

は
開
所
後
23
年
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市

内
に
あ
る
各
集
会
場
の
施
設
も
同

様
で
、
優
先
順
位
を
付
け
修
繕
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
回
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ト
イ
レ
の
洋

式
化
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ

う
に
本
施
設
の
高
齢
者
の
利
用
が

多
い
こ
と
や
、
建
設
当
時
と
比
較

し
て
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
一
般

的
に
普
及
し
て
き
て
い
る
状
況
な

ど
も
考
慮
し
、
早
急
に
改
善
を
図

り
ま
す
。

提
言
２　

市
内
の
住
所
表
記
が
長

く
、
高
齢
と
な
る
と
住
所
を
書
く

の
も
大
変
な
の
で
、
短
く
す
る
事

は
で
き
な
い
か
。（
中
郷
町　

男

性
）

市
の
回
答　

住
所
表
記
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昭
和
31
年
に
６
カ
町
村

（
磯
原
町
・
大
津
町
・
関
南
村
・

関
本
村
・
平
潟
村
・
南
中
郷
村
）

が
合
併
し
て
北
茨
城
市
が
誕
生
し

た
際
に
、
先
に
磯
原
町
に
合
併
さ

↓
裏
面
へ
つ
づ
く

寄
せ
ら
れ
た
私
の
提
案
の

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
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私 の 提 案

　「私の提案」では、この手紙のほか、ファックスやホームページ上でも皆さん
からのご意見、ご提案を随時お受けしています。回答を希望される場合は、必
ず住所、氏名、電話番号を記載のうえお送りください。
（ご提案は、個人情報を保護のうえ、広報紙等で紹介されることがあります）。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

●ファックス　30ー 1350

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの 〒319-
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。
　回答を希望される場合は、必ず住所、氏名、
　電話番号をご記入ください。

れ
て
い
た
華
川
村
も
含
め
、「
愛

着
の
あ
る
地
元
の
ま
ち
の
名
称
を

残
し
た
い
」
と
の
先
人
の
方
々
か

ら
の
思
い
か
ら
、
各
町
の
表
記
が

残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
表

記
が
長
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
多
く
の
皆
様
が
そ

れ
ぞ
れ
地
名
に
愛
着
を
お
持
ち
で

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点
で
は

住
所
表
記
の
短
縮
に
つ
い
て
検
討

は
進
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
後
市
町
村
合
併
や
大

規
模
な
行
政
区
域
の
見
直
し
な
ど
、

現
在
の
住
所
表
記
の
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
頂
い
た

ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を

進
め
ま
す
。

提
言
３　

不
審
な
電
話
が
多
い
の

で
、
防
災
行
政
無
線
で
振
り
込
め

詐
欺
に
対
す
る
注
意
を
周
知
し
て

は
ど
う
か
。（
大
津
町　

女
性
）

市
の
回
答　

防
災
行
政
無
線
の
運

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
時
の

警
報
や
避
難
等
の
放
送
を
行
う
ほ

か
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
事
項
も

放
送
し
て
い
ま
す
。
振
り
込
め
詐

欺
に
対
す
る
注
意
喚
起
も
す
で
に

警
察
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
行
い

ま
し
た
が
、
犯
罪
者
は
巧
み
な
手

口
で
近
づ
い
て
き
ま
す
の
で
、
不

審
な
電
話
や
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合

は
す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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夏まつりスケジュール表（予定）
メインステージ  10:30 〜

●開会セレモニー
●ゆるキャラデビュー大集合
●ナマハゲふれあい太鼓
●山形花笠踊り

●よさこいの舞
●フラガール公演
●神奈月ものまねライブ
●パピヨン

大通り  10:00 〜
●市民踊り（市内保育園児・幼稚園児）

●大洗高校マーチングバンド

●スタンプラリー、重さ＆手さぐりゲーム、お箸で大豆キャッチ、

ロボット操作ゲーム、上手にお片付けできるかな、大道芸パフォー

マンス他

●町別対抗綱引き

●町別対抗子どもバケツリレー競走　●市民みこし　●市民踊り

駅西広場周辺　10:00 〜
駅西広場
●子どもの遊び場　●休憩スペース
●市内各公共団体販売ブース
赤い靴通り
●うまいもん横丁　各種団体模擬店など

磯原駅と駅東会場 
磯原駅前商店会主催　10:00 〜
●ちびっこ夏まつり
駅東会場　10:00 〜
●フリーマーケット　●市民みこし　●プラ板キーホルダーづくり
●ハサミで似顔切り絵　●蚊取り線香づくり　●ストロー吹き矢
●地球温暖化防止キャンペーン
●アコースティックコンサート、他
磯原駅自由通路　●こども絵画コンクール展示
市民ふれあいセンター　●無料映画
　（1回目 11:00 ～、2回目 15:00 ～）

※当日都合により出店や出演等が変更になる場合があります。

図書館

郵便局郵便局

交番
磯原
駅

風の広場

ふれ
あい

セン
ター

図書館脇
駐車場
300 台

精華小学校
駐車場
300 台

中央公園
駐車場
300 台

武蔵野宅地
駐車場
300 台

無料映画
上映会場

公共ブース

うまいもん横丁

メイン
ステージ

フリーマーケット会場

駅東会場

…進入禁止

ちびっ子
夏まつり会場

打上花火／ 20：00 ～　大北川河口付近

大 通 り

うまいもん横丁

北茨城市民夏まつり会場配置図
（交通規制時間帯9：00 ～ 21：00）（交通規制時間帯9：00 ～ 21：00） 開催開催開催日

日月8 18 日月8 18 日月8 18
第 回6
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６
月
15
日
、
北
茨
城
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
の
代
表
者
10
人
に
よ
る
、
一

日
警
察
体
験
が
、
磯
原
駅
西
に
移
動
し

た
磯
原
駅
前
交
番
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
駐
輪
場
や
駅
の
巡
視
、

交
番
や
パ
ト
カ
ー
の
見
学
、
高
萩
警
察

署
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
プ
ロ
ト
君
」
と
の

記
念
撮
影
や
警
察
官
へ
の
質
問
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

警
察
官
へ
の
質
問
で
は
、「
事
件
発

生
か
ら
ど
の
位
の
時
間
で
現
場
に
到
着

で
き
る
の
か
。」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
交
換

し
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
町
の
安
全
が

ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学

習
し
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
、
関
南
町
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
今
シ
ー
ズ
ン
の

プ
ー
ル
開
き
と
な
り
、
市
内
の
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
を
皮
切
り
に
、
次
々
と

今
年
初
の
水
の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

翌
日
の
18
日
は
、
大
津
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
が
プ
ー
ル
を
訪
れ
、
久
し
ぶ

り
の
プ
ー
ル
授
業
に
子
ど
も
た
ち
は
大

は
し
ゃ
ぎ
。
次
第
に
水
の
冷
た
さ
に
も

慣
れ
、
お
互
い
に
元
気
い
っ
ぱ
い
水
を

か
け
合
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ビ
ー
ト
板
を

使
っ
て
泳
い
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
８
月
31
日
ま
で
開
所

し
て
い
ま
す
。

　

例
年
よ
り
ひ
と
足
早
い
梅
雨
明
け
と

な
っ
た
７
月
６
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
第
19
回
青
少
年
健
全
育
成
の

集
い
が
開
催
さ
れ
、
関
係
諸
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は

横
断
幕
を
先
頭
に
風
船
や
持
参
し
た
の

ぼ
り
旗
等
を
掲
げ
、
薬
物
乱
用
防
止
な

ど
の
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
欠
か
せ

な
い
環
境
浄
化
を
う
っ
た
え
な
が
ら
、

精
華
小
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
磯
原
駅
前

の
市
街
地
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
主
催
し
た
北

茨
城
市
民
の
会
の
支
部
毎
に
分
か
れ
、

環
境
浄
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

市
子
連 

一
日
警
察
体
験

子
ど
も
た
ち
も
大
歓
声

待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
開
き

青
少
年
健
全
育
成
の
集
い

磯
原
駅
前
で
パ
レ
ー
ド
実
施
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親
子
で
楽
し
く
、
お
い
し
く
学
習

　

７
月
４
日
、
関
本
第
一
小
学
校
で
親

子
学
習
会
の
「
県
産
野
菜
活
用
料
理
セ

ミ
ナ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
川
学

園
の
中
川
一
恵
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

参
加
し
た
５
年
生
児
童
21
名
と
保
護
者

13
名
は
栄
養
素
や
野
菜
の
持
つ
働
き
な

ど
の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
講

師
の
指
導
の
も
と
、
県
産
の
野
菜
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
、
試
食
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
野
菜
の
冷
や
し
す
い
と

ん
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
サ
ラ
ダ
、
小
松

菜
と
も
や
し
の
ナ
ム
ル
。
小
麦
粉
で
す

い
と
ん
を
作
る
工
程
で
は
水
加
減
が
難

し
く
、
子
供
た
ち
の
表
情
も
真
剣
で
し

た
が
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
調
理
す

る
こ
と
で
、
茨
城
県
産
の
野
菜
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

７
月
10
日
、
汐
見
ケ
丘
の
望
海
会
館

で
男
性
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業

「
中
高
年
の
ら
く
ら
く
筋
力
ア
ッ
プ
教

室
」
の
最
終
日
の
講
座
が
行
わ
れ
、
87

歳
の
方
を
筆
頭
に
８
名
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
で
介
護
予
防
に
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
行
っ
た
後
、
握
力
、
体
前
屈
、

片
足
立
ち
等
の
体
力
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
開
始
時
の
デ
ー
タ
と
比
較

し
、
こ
の
３
カ
月
間
の
取
り
組
み
の
成

果
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
一
堂
に

集
ま
る
の
で
体
を
動
か
す
よ
い
機
会
と

な
っ
た
と
い
っ
た
声
や
、
今
回
は
男
性

限
定
の
講
座
だ
っ
た
の
で
参
加
し
や
す

か
っ
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し

た
い
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
、
峰
岸
地
区
で
明
徳
小
の

児
童
５
年
生
34
名
が
参
加
し
て
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
収
穫
作
業
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
果
樹
畑
は
地
区
の
有
志
に

よ
る
峰
岸
果
樹
生
産
部
会
が
地
区
内
に

広
が
っ
て
い
た
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す

る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
環
で
整
備
し

た
畑
で
、
同
校
の
卒
業
生
が
植
樹
し
た

果
樹
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
先
輩
の

名
札
を
見
つ
け
な
が
ら
、
摘
み
取
っ
た

ば
か
り
の
み
ず
み
ず
し
い
果
実
を
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て

お
父
さ
ん
の
介
護
予
防
体
操
講
座

子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
作
業
体
験
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敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談

　

市
で
は
、
節
目
と
な
る
長
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
を
お
祝
い
し
、
敬

意
を
表
す
た
め
、
お
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、

そ
の
他
家
庭
の
問
題
な
ど
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
９
月
３
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時　

予
約
不
要

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
で

す
。
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

や
、
各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
と
き　
９
月
４
日
㈬

　

午
後
１
時
～
５
時

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
８

月
28
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

広
報
広
聴
係
（
鈴
木
）
内
１
９
１

無
料
法
律
相
談

敬
老
招
待
の
ご
案
内

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
す
。
土
地
問
題
や
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
相
続
な
ど
日
常
生
活
上
の

法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
９
月
11
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
20
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
16
人
）。

　

９
月
４
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

　

市
で
は
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
を
対
象
に
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
」
に
入
場
料
無
料
で

ご
招
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
マ

ウ
ン
ト
あ
か
ね
」
の
食
事
割
引
券

も
利
用
で
き
ま
す
。

※
招
待
券
は
８
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
詳
し
く
は
招
待
券
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

（
神
長
、
泉
）
内
１
２
２

第
30
回
市
美
術
文
芸
展
覧
会

開
催
の
お
知
ら
せ

後
期
乙
４
類
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

○
と
き　
９
月
19
日
㈭
～
29
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時　

（
９
月
24
日
㈫
は
休
館
、
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

茨
城
県
立
天
心
記
念

五
浦
美
術
館

○
展
示
部
門　

洋
画
、
日
本
画
、

彫
刻
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ち

ぎ
り
絵
、
陶
芸
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
郷
土
史

問
生
涯
学
習
課
内 

文
化
協
会
事

務
局
（
市
毛
、
鈴
木
）
内
４
３
１

○
と
き　

10
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭

午
後
６
時
～
９
時

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

○
科
目　

基
礎
物
理
と
基
礎
化
学
、

危
険
物
に
関
す
る
法
令

○
受
講
料　

２
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

○
申
込　

10
月
２
日
㈬
ま
で
に
受

講
料
を
添
え
て
下
記
へ

案  

内

募  

集

情
報
B
O
X

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

の
ご
案
内

○
と
き　
８
月
23
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

大
津
町
公
民
館

○
募
集
人
数　

小
学
生
と
そ
の
保

護
者
10
組
（
20
人
）

○
準
備
品　

針
金
用
切
ハ
サ
ミ
、

ピ
ン
セ
ッ
ト

○
参
加
費　

２
０
０
０
円

○
申
込
締
切　
８
月
17
日
㈯

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

申
問
村
山 

道
恵
（
市
民
講
師
）

　

☎
㊻
１
７
１
０

○祝金該当者及び贈呈金額
該当者 該当者の生年月日 贈呈金額

77 歳 昭和 11 年４月２日～昭和 12 年４月１日 １万円

88 歳 大正 14 年４月２日～大正 15 年４月１日 ２万円

100 歳 大正２年４月２日～大正３年４月１日 10 万円

101歳以上 大正２年４月１日以前 ３万円
※いずれの方も８月１日現在で本市に引き続き１年以上居住
している方が対象となります。

○
贈
呈
方
法　
９
月
中
旬
～
下
旬

に
市
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。

※
事
前
に
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
受
領
の
際
は
受
領
印
の
ご

用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

（
神
長
）
内
１
２
２

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

広
報
広
聴
係
（
鈴
木
）
内
１
９
１

○
と
こ
ろ

　

市
役
所
４
階
特
設
相
談
所

○
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

広
報
広
聴
係
（
鈴
木
）
内
１
９
１

○
本
試
験
（
日
立
会
場
）
日
程

・
と
き　

10
月
27
日
㈰

・
と
こ
ろ　

茨
城
大
学
工
学
部

 

・
願
書
受
付
期
間　
８
月
31
日
～

９
月
15
日
（
電
子
申
請
）、
９

月
３
日
～
18
日
（
書
面
申
請
）

申
問
消
防
本
部 

危
険
物
係

（
滑
川
、
菊
池
）　

☎
㊷
７
１
４
２
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■
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
の
ご
案
内

　

茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
が
６
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、

寡
婦
）
の
皆
さ
ん
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
に
茨
城
県
が
設
立
し
、

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
が

茨
城
県
の
委
託
を
受
け
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

無
料
で
法
律
相
談
、
職
業
紹
介
、

生
活
相
談
、
求
人
情
報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

水
戸
市
三
の
丸
１
丁

目
７
‐
41
（
い
ば
ら
き
就
職
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

３
Ｆ
）

○
相
談
日　

　

月
曜
～
金
曜　

午
前
９
時
～　

午
後
５
時
30
分

　

土
曜　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

☎
０
２
９
‐
２
３
３
‐
２
３
５
５  

（
山
下
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ibaboren.or.jp

■
生
き
が
い
講
座
「
普
通
救
命
救

急
法
」
受
講
者
募
集

○
と
き　
９
月
25
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト

○
対
象
者　

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

○
募
集
人
数　

30
人

○
参
加
費　
１
５
０
円
（
人
工
呼

吸
時
マ
ウ
ス
代
）

○
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
普

通
救
命
救
急
法
等
を
学
ぶ

○
そ
の
他　

活
動
し
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
持
参

○
申
込
締
切　
９
月
９
日
㈪

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

申
問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト

生
き
が
い
講
座
担
当
（
篠
原
）

☎
㊸
５
３
６
１

■
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

　

体
験
入
学
の
ご
案
内

　

特
別
支
援
学
校
で
は
平
成
26
年

４
月
か
ら
小
学
校
就
学
予
定
の
幼

児
を
対
象
と
し
た
「
体
験
入
学
」

を
実
施
し
ま
す
。

○
と
き　
９
月
10
日
㈫　

午
前
９

時
15
分
～
11
時
30
分

※
12
月
ま
で
に
４
回
実
施
予
定

○
と
こ
ろ　

北
茨
城
特
別
支
援
学

校
（
中
郷
町
小
野
矢
指
）

○
対
象　

平
成
26
年
４
月
に
小
学

校
就
学
予
定
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
の
方

○
内
容　

授
業
参
観
（
小
学
部
の

国
語
・
算
数
）、
体
験
入
学
の

ね
ら
い
と
計
画
、
特
別
支
援
学

校
の
教
育
に
つ
い
て

○
持
ち
物　

上
履
き
、
筆
記
用
具

○
参
加
方
法　

実
施
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
原
則
と
し
て
保
護
者

（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
）
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

（
横
山
、
二
階
堂
）
☎
㊸
２
６
２
２

■
茨
城
県
自
由
業
団
体
連
絡
協
議

会
（
八
士
会
）
無
料
相
談
会
の
お

知
ら
せ

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
不
動
産
鑑
定
士
が
無
料
相
談

に
応
じ
ま
す
。
法
律
や
行
政
、
税

務
、
会
計
、
労
働
や
社
会
保
険
、

不
動
産
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
９
月
１
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
（
受
付
は

午
後
２
時
30
分
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

茨
城
県
産
業
会
館　

　
（
水
戸
市
桜
川
２
‐
２
‐
35
）

※
受
付
順
、
事
前
予
約
不
可

問
茨
城
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

■
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
（
電
話
相
談
）
強
化

週
間
の
お
知
ら
せ

○
と
き　
９
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

７
日
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
土
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

○
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

○
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

※
右
記
の
期
間
以
外
の
平
日
は

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

問
水
戸
地
方
法
務
局

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９

日　時 定員 会　場

①

9 月 18 日㈬ 
午前 10 時～ 
11 時 30 分

100 
先着順

認定こども園　せいじ園 
( 日立市助川町 1-16-1) 
※日立保健所駐車場を利用

内　

容

【食の安全と内部被ばく】 
　放射性物質との向き合い方 
講師：獨協医科大学国際協力支援センター 
　　　国際疫学研究室　准教授　木村　真三氏

②

9 月 26 日㈭ 
午後 2 時～ 
3 時 45 分

40 
先着順

日立市南高野学校給食共同調理場
( 日立市南高野町 1-23-11) 
※旧関東農政局茨城農政事務所 
　日立庁舎駐車場を利用

内　

容

【学校給食はこうやって作っています】 
　・調理場見学 
　・学校給食の様々な取り組み 
　・日立市における食品中の放射性物質検査

「食品中の放射性物質による健康への影響について」
～正しく知ろう。いろいろ心配しないで食べるために～

○応募方法　電話で下記へ
問日立保健所 監視指導課　 ☎０２９４‐２２‐４１９１

「食の安全・安心意見交換会」のご案内

■
県
税
事
務
所
か
ら　

個
人
事
業

税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

　

８
月
は
個
人
事
業
税
の
第
１
期

の
納
期
月
で
す
。
納
税
通
知
書
は

８
月
中
旬
こ
ろ
に
お
手
元
に
届
き

ま
す
。
納
期
限
の
９
月
２
日
㈪
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
は
、
口
座
振
替
制

度
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
茨
城
県
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

高
萩
支
所	

☎
22
‐
２
０
１
９
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【入学定員】
科名 定員 主な対象 修業年限

学　

科

農学科 ４０名 高等学校等を卒業した者または平
成 26 年３月に卒業若しくは修了
見込みの者

２年
畜産学科 １０名 ２年
園芸学科 ３０名 ２年

研究科 １０名 農業大学校卒または短期大学等卒
以上若しくは卒業見込みの者 ２年

【募集人員・願書受付・入学試験】

学　
　
　
　
　

科

推薦入試
・募集人員　　　各学科定員の６０％程度
・願書受付期間　10 月１日㈫～ 10 月 16 日㈬
・試験日　　　　10 月 25 日㈮
・選抜方法　　　小論文、口述試験（個別面接）・調査書等
一般入試（学科）
・募集人員　　　各学科定員の４０％程度
　　　　　　　　 （前期・後期の割合は概ね３：１とします）
・願書受付期間　前期　12 月 11 日㈬～平成 26 年１月 10 日㈮
　　　　　　　　後期　平成 26 年２月７日㈮～２月 26 日㈬
・試験日　　　　前期　平成 26 年２月４日㈫
　　　　　　　　後期　平成 26 年３月５日㈬
・選抜方法　　　筆記試験、口述試験（個別面接）・調査書等

研
究
科

・願書受付期間　10 月１日㈫～ 10 月 16 日㈬
・試験日　　　　10 月 25 日㈮
・選抜方法　　　筆記試験、口述試験（個別面接）・調査書等

平成26年度 茨城県立農業大学校学生募集
専修学校であり大学への編入学の受験資格が得られます。

問〒 311 － 3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡 4070 － 186
茨城県立農業大学校　入試事務局　☎ 029 － 292 － 0010
農大ホームページ　　http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/nodai/

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

【
警
備
業
務
技
能
講
習
会
】

○
と
き　
９
月
５
日
㈭
～
13
日
㈮

（
土
日
を
除
き
全
日
程
出
席
で

き
る
方
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

日
立
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

日
立
市
滑
川
町
３
０
３
３

○
対
象
者　

市
内
お
よ
び
近
隣
市

町
村
在
住
で
、
55
歳
以
上
で
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
を

し
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
」

を
お
持
ち
の
方
（
趣
味
・
教
養

の
た
め
の
申
込
は
不
可
）

○
募
集
人
数　

20
人
（
希
望
者
多

数
の
場
合
選
考
あ
り
、
就
職
意

欲
の
あ
る
方
優
先
）

○
申
込
期
限　
８
月
23
日
㈮

○
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ

ー
ド
、
運
転
免
許
証
持
参
の
う

え
下
記
へ
（
参
加
費
無
料
）

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
】

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
概
ね
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

○
説
明
会
日
程
（
申
込
不
要
）

①
８
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30
分

　

地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

②
８
月
30
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

関
南
多
目
的
集
会
所

申
問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
㊷
３
２
６
２

　

６
月
20
日
、
臨
床
栄
養
研
究
会

か
ら
冊
子
「
災
害
時
の
献
立
集
」

２
０
０
冊
が
北
茨
城
市
長
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
７
月
号
に

次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
９
ペ
ー
ジ
県
北
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
の
結
果
記
事
中
）

男
子
１
５
０
０
ｍ
共
通

（
誤
）
中
郷　
（
正
）
磯
原

　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮など
重大な災害のおこるおそれがある時に警報を
発表して警戒を呼びかけていました。今後は、
より甚だしい大雨や大きな津波等で重大な災
害による危険性が高まっていることをお知ら
せし、特別な警戒を呼び掛けるために新たに

「特別警報」を発表します。
　特別警報が出た場合、その地域は数十年に
一度しかないような非常に危険な状況にあり
ます。屋外の状況や避難指示・勧告等に留意
し、ただちに命を守る行動をとってください。
　特別警報の詳細は、気象庁ホームページで
ご確認ください。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/
tokubetsu-keiho/index.html
問水戸地方気象台 防災業務課

☎０２９‐２２４‐１１０６

「特別警報」の発表を開始します善
意
の
窓
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休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

8／11
なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002( 中郷町 )

18
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

25
廣橋第一病院
☎ 46-5111 ( 関南町 )

9／1
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

8
瀧病院
☎ 42-1221 ( 磯原町 )

15
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

市立図書館　☎ 42－1451

8月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

9/1 2 3 4 5 6 7

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
  ８月 28 日 ( 水 ) 午前 10 時から 11
時、幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館8 - August -

健　診　と　相　談

●暦物語

●教場

●リターン

●泣き堂子（わらし）

●はじめての旅

●ポットさんのぼうし

●つきよのかいじゅう

西尾　維新

長岡　弘樹

五十嵐貴久

宮部みゆき

木下　　晋

きたむらさとし

長　　新太
８月は休まず開館いたします。

★ 10 月 27 日㈰図書館まつりで、図書
館のお仕事を体験する一日図書館員を
募集します。市内に住んでいる４・５・
６年生が対象です。募集人数は 12 名
です。応募多数の場合は、抽選とさせ
ていただきます。詳しくは図書館カウ
ンターまでお問い合わせください。

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
８月 16 日㈮、29 日㈭、９月５日㈭、19 日㈭
[ 大津町公民館 ]
８月８日㈭、22 日㈭、９月 12 日㈭、26 日㈭
どちらも午後１時～４時

　問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　８月７日㈬、21 日㈬、９月４日㈬、18 日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■いばらき就職支援センター出張相談
　８月 20 日㈫　午前 10 時～午後３時
　市役所４階 401 会議室
　問商工観光課　内３６２
■ふれあい体操
　８月６日㈫、20 日㈫、27 日㈫
　９月３日㈫、10 日㈫、19 日㈭、26 日㈭
　午後１時 30 分～ 3 時

市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

☆各種健診など☆各種相談など
■歯の相談（要予約）

８月 28 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　８月 26 日㈪、９月 18 日㈬
■４カ月児健康診査
　８月 15 日㈭
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

８月 23 日㈮
午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

８月９日㈮、９月 13 日㈮
午後１時～２時受付
■２歳児歯科健診

９月５日㈭
午後１時～１時 30 分受付
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　８月 28 日㈬　午後１時～２時受付
問保健センター　☎４３‐１３１０

今月の納税
市
県
民
税　
　
　

 　
　
　

［
第
２
期
］

国
民
健
康
保
険
税　

 　
　

［
第
２
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

［
第
２
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　

 

９
月
２
日
㈪	
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咲きそろった清楚なサボテンの花
小松　利行さん宅（華川町）

華川町の小松さん宅で 10 年ほど栽培している大
株のサボテンにたくさんの花が咲き、周囲の人の目
を楽しませました。ひと株にこれほどたくさんの花
をつけたことは無かったということですが、花の命
は短く、残念ながら二日後にはしぼんでしまったそ
うです。

うちのうちの

「笑うとくしゃくしゃに
なるお顔がチャームポイ
ントな柚ちゃん！最近ハ
イハイが出来るようにな
って自由に動き回ってま
す♪その笑顔でみんなに
幸せを分けてあげてね。」

（父 圭祐さん　母 綾香さん） （父 住男さん　母 華子さん）（11カ月　中郷町） （11カ月　磯原町）

福
田

和
地柚 希 香 澄

「クルクルくせ毛の三
女ちゃんです。
二人のお姉ちゃんに
負けずに大きくなあ
れ！」ゆずき かすみ

ち　ゃ　　ん
ち　ゃ　　ん

　
７
月
３
日
、
北
茨
城
特
別
支
援
学
校
か
ら
、
北
茨

城
市
に
木
製
ベ
ン
チ
３
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ベ
ン
チ
は
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
作
業
学
習

と
し
て
木
工
班
の

生
徒
16
人
が
、
約

２
カ
月
か
け
て
製

作
し
た
も
の
で
す
。

平
成
17
年
の
栄
蔵

室
展
望
台
完
成
時

に
も
同
学
校
か
ら

の
寄
贈
を
受
け
て

お
り
、
今
回
が
２

回
目
と
な
り
ま
す
。

市の人口と世帯　平成 25年 7月１日現在　（　）は前月比
総人口… 44,890 人 （ − 33） 出　生… 21 人 （　＋ 4）

男… 22,131 人 （ − 27） 死　亡… 47 人 （ − 13）

女… 22,759 人 （ − 6） 転　入… 95 人 （ − 7）

世帯数… 16,898 世帯（ ＋ 9） 転　出… 102 人 （　＋ 4）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

　

癒
し
系
担
当
の
ら
て
で
す
。

　

お
ね
だ
り
ポ
ー
ズ
や
、
可
愛
い
仕
草
で
周
り
は
い
つ

も
メ
ロ
メ
ロ
で
す
。
リ
ン
ゴ
と
人
参
が
大
好
き
！
も
っ

と
も
っ
と
ウ
サ
ギ
飼
い
さ
ん
が
増
え
る
と
い
い
な
♪

関本町・蛭田さん宅の

（ライオンラビット・1歳・メス）

らて

栄
蔵
室
展
望
台
の
ベ
ン
チ
が

　
　
　
　
　

新
し
く
な
り
ま
し
た

〜
北
茨
城
特
別
支
援
学
校
か
ら
寄
贈
〜

寄贈されたベンチは、
7月12日、展望台に
設置され、登山者に
喜ばれています。


